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～今号の話題～ 

2017/2018シーズンの東京都における  
インフルエンザウイルス検出状況（2018年4月末現在）  

 

1．はじめに 

インフルエンザウイルスは、冬季を中心に流行する

急性呼吸器疾患の原因となるウイルスである。オルト

ミクソウイルス科に属し、エンベロープを持つ一本鎖

RNA（－）のウイルスとして分類されている。インフ

ルエンザウイルスは発見された順序と核タンパク質お

よびマトリックスタンパク質の抗原性の違いからA、B、

Cの3つの型に分類されているが、ヒトに主たる流行を

起こすのはA型、B型のウイルスである。A型ウイルス

は元来、トリに広く分布するウイルスで、抗原性の違

いからHA（ヘマグルチニン）が16亜型、NA（ノイラ

ミニダーゼ）が9亜型に分けられ、HAとNAの組合せか

ら理論上144種類のウイルスが存在するが、自然界のカ

モ等の水禽類から分離されているのは75種類である１）。 

近年、季節性インフルエンザとしてヒトで流行して

いるのは3種類で、A/H3N2、A/H1N1pdm09 とB型で

ある。B型は、さらにYamagata系統とVictoria系統の

2 種類に分類される。インフルエンザウイルスの流行

シーズンは、第36週（8月末～9月初旬）から翌年の

第35週を1シーズンとしている。今回、2017年9月4

日の第36週から2018年4月1日の第13週までに搬入

された検体のインフルエンザウイルス亜型の検出状況

について報告する。 

 

2．検査対象・方法 

感染症発生動向調査事業において、57カ所の東京都

内定点医療機関から搬入されたインフルエンザ患者お

よびインフルエンザ様疾患患者から採取した咽頭ぬぐ

い液または鼻腔ぬぐい液を材料として、遺伝子検査お

よびウイルス分離検査を行った。遺伝子検査は、型別

可能なリアルタイムPCR法を用いて検出を行った。さ

らに、一部の検体でRT-nested PCR法を行い、得られた

インフルエンザHA遺伝子の一部断片を用いてダイレ

クトシーケンスにより塩基配列を決定した。得られた

配列は、ワクチン株ウイルスならびに過去に流行した

ウイルス株の配列と比較し分子系統樹解析を行った。

ウイルス分離検査では、単層培養したMDCK細胞を使

用し5％CO2下で培養を行った。分離株の性状解析は、

インフルエンザ抗原および抗血清を用いたHI試験

（1.0％モルモット赤血球浮遊液を使用）により行った。 

 

3．インフルエンザウイルス亜型の検出状況 

2018年第17週（4月23日～4月29日）現在、感染症発

生動向調査事業において630検体が定点医療機関から

搬入された。遺伝子検査では、545件（86.5％）のイン

フルエンザウイルスの遺伝子が検出された。その内訳

は検出数の多い順に、B型（Yamagata系統251件、Victoria

系統3件）254件（40.3％）、AH3亜型 181件（28.7％）、

AH1pdm09 110件（17.5％）であり、B型 Yamagata系統

とAH3亜型が同時に検出された検体が3件あった。ウイ

ルス分離検査では、630検体のうち、B型223株

（Yamagata系統220株、Victoria系統3株，分離率35.4％）、

AH3亜型135株（分離率21.4％）、AH1pdm09 101株（分

離率16.0％）が分離された。 

週ごとの遺伝子検出状況を比較すると、2017年の第

36週から第52週には132件が検出され、AH1pdm09が64

件（48.5％）を占めていたが、2018年の第1週から第17

週に検出された413件では202件（48.9％）がB型 

Yamagata系統で、検出時期により主流となる型が異な

っていた（図１）。近年のインフルエンザの流行は、

2015/2016年シーズンのようにA型の検出数が減少し始

めた頃からB型の検出数が増える状況になることが多

い２）。しかし、今シーズンは全ての時期において、AH3

亜型とAH1pdm09、B型Yamagata系統の3種類が検出さ

れた。特に、B型Yamagata系統は2017年の第36週から

第52週では37.1％、2018年の第1週から第17週では48.9

が検出され、シーズンを通して流行していた。 

年齢別の遺伝子検出状況を比較すると、インフルエ

ンザウイルスが検出された検体の 31.6％が 10 歳未満、

15.0％が10歳代であり、小児や若い世代での検出が約

半数を占めていた（図2）。インフルエンザウイルスの

亜型と年齢別の比較では、AH3 亜型は 20 歳代での検

出率が高く（図 3）、B 型では 40 歳代、50 歳代での検

出率が高かったが、年齢による大きな偏りは見られな

かった。AH1pdm09 では 10 歳未満の検出が約半数を

占めており、子供からの検出に偏っていた。 

 

4．インフルエンザウイルス各亜型の系統樹解析 

今シーズンの流行株について系統樹解析を行った結

果、AH1pdm09の流行株は今シーズンから変更になっ

たワクチン株（A/Singapore/GP1908/2015）を含むクレ

ードに属し（図 4）、AH3 亜型の流行株はワクチン株

（A/Hong Kong /4801/2014）を含む大きなクレードに属

していたが、さらに２つのクレードに分かれた（図5）。

B型ではYamagata系統の検出が多かったが、Yamagata

系 統 、 Victoria 系 統 と も に ワ ク チ ン 株
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表１ 病原体搬入・検出状況（４種等）※ 
                                               2018 年 4 月分 

コレラ菌 赤痢菌 チフス菌
パラチフス

Ａ菌
腸管出血性

大腸菌
結核菌

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区

台東区

墨田区

江東区

品川区 2 1

目黒区

大田区 1 4

世田谷区 1

渋谷区 1

中野区 2

杉並区

豊島区

北区 1

荒川区

板橋区 1 2

練馬区 1

足立区 4 1

葛飾区 2

江戸川区

町田市 1

八王子市 2 1

1 14 13

西多摩

多摩立川

南多摩

多摩府中 3

多摩小平

島しょ

3

1 14 16

6

機関名

区

市

都

健康安全研究センター
検出分

小　　計

合　　計

小　　計

 
※2016 年 4 月より、各保健所から搬入された検体を集計することとした。  
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表２  検体搬入状況（全数把握対象疾患-五類）※ 
2018 年 4 月分 

検体数 2018年累計

侵襲性インフルエンザ菌感染症（菌） 1 8

侵襲性髄膜炎菌感染症（菌） 1 3

侵襲性肺炎球菌感染症（菌） 14 53

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症(菌） 7 19

播種性クリプトコックス症（菌） 3 10

合  計 26 93
※ 2016 年 4 月（第 37 巻・第 4 号）から追加  
 
 

表３  病原微生物検出状況（食中毒関連） 
2018 年 4 月分 

検体数 2018年累計

大  腸  菌

毒素原性

組織侵入性

病原血清型

腸管出血性

サルモネラ

Ｏ４ 1 5
Ｏ７ 1 2
Ｏ８ 2
その他 1

25 54

14

ノロウイルス (ＧⅠ） 20 60
ノロウイルス (ＧⅡ） 58 436
ノロウイルス ( ＧⅠ,ＧⅡ） 2 7
ロタウイルス 3 3

アニサキス 10 28

クドア 1 2

143 636合  計

細菌

カ ン ピ ロ バ ク タ ー
黄 色 ブ ド ウ 球 菌
Ａ 型 ウ エ ル シ ュ 菌
ボ ツ リ ヌ ス 菌
セ レ ウ ス 菌

ウイルス

腸 炎 ビ ブ リ オ

寄生虫

病　原　体　名

エルシニア・エンテロコリティカ

 
  



 

7 
 

表４   HIV 検査数及び陽性数 
2018 年 4 月分 

検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数

東京都南新宿検査・相談室 700 10 280 0 0 0 980 10

保健所等 184 2 88 0 0 0 272 2

合　計 884 12 368 0 0 0 1,252 12

2018年累計 3,559 42 1,404 0 0 0 4,963 42

性別不明 合計男性 女性

 
 
 

表５ 性感染症検査数及び陽性数 
2018 年 4 月分 

検査数 陽性 検査数 陽性 検査数 陽性

東京都南新宿検査・相談室 942 64 0 0 0 0

保健所等 200 9 176 15 105 1

合　計 1,142 73 176 15 105 1

2018年累計 3,210 186 808 60 507 3

梅毒検査 クラミジア遺伝子検査 淋菌遺伝子検査

  

 

表６ 定点把握疾患別病原体分離状況 （ウイルス） 

                              過去 3 ヶ月 

定点種別 対象疾患名 検出病原体 2月 3月 4月 合計

アデノウイルス 2 1 1 4

手足口病 エンテロウイルス 2 2

エンテロウイルス 1 1

インフルエンザウイルスAH1pdm09 9 5 3 17

インフルエンザウイルスAH3 27 32 4 63

インフルエンザウイルスB型Victoria系統 2 2

インフルエンザウイルスB型Yamagata系統 66 27 1 94

インフルエンザウイルスAH3 2 2

インフルエンザウイルスB型Yamagata系統 2 1 3

小児科

咽頭結膜熱

不明発疹症

インフル
エンザ

インフルエンザ及び
インフルエンザ様
疾患（ILI）

基幹 インフルエンザ入院
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